ブロック中間報告
京都北部地区 
　

宮津ブロック
○2004年宣教司牧計画の２つの柱

	1.キリストと共に生きる(信仰の学び)

2.キリストから遣わされる共同体


キリストと共に生きる

　① 黙想会の企画

　　・3/6・７：四旬節黙想会(長崎レデンプトール会：盛神父)

　　・12/4・５：待降節黙想会(カルメル会：新井神父)　～予定～

　② 信仰の学び・聖書・祈りの集い・分ち合いなどの企画

· ブロック信徒を対象に『典礼の基本を学ぶ』(レデンプトール会：谷口神父)を実施。また、司教年頭教書で信徒に身近な『ミサ』が取り上げられ、信徒の関心も高く、定期・不定期ではあるが各種の研修会等も小教区・施設で立ち上がっている。

　　・11/7(日)午後『小教区規約を考えるブロックの集い』を企画。(台風被害で延期)

　　　　内容：ブロックではこの集いを前に、司祭・修道者が各小教区を回り、小教区の現状を

確かめながら、生き生きと宣教する教会になるために何が必要で、何が不足しているかを考える機会をもったが、この集いでは、教区からの小教区規約に関する冊子のうち「緒言」の部分を紙芝居にして、分かり易く解説したうえで、ブロック事務局の会議で話し合った。内容を再現する形で、参加者に何故今、各小教区に共通した規約が必要なのかを考えてもらう集いにしたい。

　③ 子どものために

　　ⅰ　キャンプの企画

　　　・小学生キャンプ：7/18・19　網野教会にて　参加者１3０人超(リーダー除く)

　　　・中高生キャンプ：8/7・8　丹後町平にて　参加者OB含め２０名弱(　〃　)

　　ⅱ　リーダーの養成・研修

　　　・教区教会学校リーダー研修会への参加・教区広島巡礼への中学生の参加・中高生キャンプを通じてOBたちの参加・協力があった。

○キリストから遣わされる共同体

　① 『日常からミサを生きる』

　　◇ミサを通して共同体づくりをする。

　　　・7月の司教訪問を前に、各小教区で分ち合いを実施。・前述の『典礼の基本を学ぶ』など、ひとつに集まって何かを学ぶ機会が増えた。

　② 社会に呼びかけ、奉仕する教会

　　◇正義・平和・国際協力・連帯…

・昨年行った「ピース・ウォーク」では、教会が政治的な動きに加担するのは如何か…など、教会の中で興味深い話し合いができるよい機会となった。

・ブロックとしての取組ではないが、ブロック内の有志で作る「ピース・ナインの会｣

(憲法９条を守る会)では、KTR宮津駅の待合室を会場に、イラク戦争写真展を企画し、
多くの一般来訪者を迎えた。教会の外に出て会場を設定したこと、多くの市民(のべ
１５０人)に、戦争は人間の仕業であること、平和の尊さを考えてもらうよい機会と
なったことは特筆できる。
　
舞鶴ブロック
なし
京都南部地区
　

　東ブロック
（1） 短期計画について

(1) 「共同宣教司牧東ブロック会議」の構成と運営法の確認および改善

ブロック会議の構成と運営方法を見直すための短期計画として、①ブロック事務局の設置、
②ブロック規約の作成、を挙げた。

①　共同宣教司牧東ブロック会議（以下、ブロック会議）の運営を円滑にするための試みと
して、2003年から「小教区ブロック担当者（東ブロックの各小教区から１名づつの代表者）」
による事前打ち合わせを行っていた。その活動内容は、ブロック会議の開催される前の
議案の作成、会議の進行についての検討、各小教区の行事等のスケジュールの摺り合わせ、
ブロック主催行事の実行委員会の立ち上げの準備などである。小教区ブロック担当者は、
東ブロック独自のものである。この小教区ブロック担当者による活動によって、それ以前
に比べてブロック会議が円滑に行われるようになり、ブロックの活動における各小教区の
連携がより密になることができた。しかしながら、小教区ブロック担当者だけでは、
ブロックの運営の円滑さには不十分であり、担当者にかかる負担も多かった。そこで、
まずブロック事務局を設置した。事務局は、教区からの要請通りに、小教区に置くのでは
なくブロック事務局担当者個人におくこととした。ブロック内のみならず、他のブロック
や教区との間の窓口の役目をする部署が明らかとなり、これらとの連携がさらに円滑に
なるようになった。ブロック事務局のことは、後述のブロック規約に明記した。

②　ブロック規約を作成するための準備は、小教区ブロック担当者とブロック事務局が行った。
ブロック運営規約は、2003年11月の『共同宣教司牧ブロックの運営のための指針』を
もとにして、小教区ブロック担当者とブロック事務局が原案を作成し、ブロック会議に
提出した。２度のブロック会議での審議検討により、2004年7月10日付けで東ブロック
運営規約が発効した（添付資料参照）。規約の作成の段階で、ブロック運営の諸々の改善点
に気づいた。各小教区ではまだ「小教区評議会」が立ち上がっていない現状では、この
ブロック規約はまだ検討の余地を残しており、今後のブロックの運営を続ける中で、さら
により良いものになるために改訂されるべきものである。

以上、「共同宣教司牧東ブロック会議」の構成と運営法の確認および改善のための、①ブロック
事務局の設置、②ブロック規約の作成、は達成された。

(2) 信徒の信仰教育プログラムの具体的計画

①「日常からミサを生きる」：ミサについての分かち合い、②「第２バチカン公会議」を踏まえた
「カトリック教会のカテキズム」の勉強会、③青年育成委員会の立ち上げ、の三点を短期計画
として挙げた。

①については、2004年3月21日の大塚司教東ブロック訪問のため、事前に各小教区単位で
信徒に「ブロック司教訪問趣意書」を配布し分かち合いの機会を促した。ブロックとしての
実際の分かち合いの場は、司教訪問当日に高野教会での司教司式ミサ・司教講話に続いて
行われただけである。その後各小教区単位では分かち合いの場が持たれている。なお、この
趣意書（2004年1月7日付け）が小教区ブロック担当者をはじめとする信徒に配布された
のは、2月下旬であり、このブロック訪問の準備期間が短かくなった一因であった。配布が
遅れた原因のひとつには、ブロックの窓口が信徒になかったことが考えられる。当時はまだ
東ブロックには、ブロック事務局が設置されていなかったが、こういったマイナス面が今後
改善されるはずである。とはいえ、準備不足であったことは事実である。もし2004年年頭
書簡についての分かち合いについて、ブロックとしての方針が予め明確化されて小教区に
通達されているか、あるいは小教区独自で出来ていたならば、それ自体が司教訪問の準備に
なっていたはずである。今後、教区の方向性が語られている司教の年頭書簡についての
分かち合いの場を持つための方策を、ブロックで検討すべきである。

　②については、ブロックではまだ実行に移せていない。各小教区単位で勉強会を行っている。
具体例として、河原町教会では「ザビエル訪れ会」の活動の一つとして信仰入門のための
カテキズムの勉強会が浅田神父の指導で行われており、高野教会では「典礼」についての
勉強会が不定期ながら外崎神父の指導で、北白川教会では毎月曜日に「カテキズムの勉強会」
がボアベール神父の指導で、山科教会では「聖書に親しむ会」として月に一度の勉強会を
モンロイ神父の指導で行われている。

　③について、具体的な委員会設置の話し合いはまだ行われていない。2003年度ブロック司教
訪問のために各小教区の教会学校担当者による話し合い分かち合いが頻回に行われ、各小教
区の連携がより密になっている。また、2003年合同洗礼志願式のあとに東ブロックが南部
地区の小教区に呼びかけて「中高生の集い」を企画実践した。今後は、これらの活動の担い
手が「青年育成委員会」の母体の一部となりうる。
(3) ブロック主催行事の実施：委員会を設置

①　平和祈願ミサ／平和行進は、「東ブロック平和への歩み準備委員会」が設置された。2004年
8月8日（日）河原町教会聖堂で、大塚司教司式の平和祈願ミサとそれに引き続き平和行進
(河原町教会から円山公園まで）が開催された。事前に、準備委員会のメンバーが持ち回りで
南部地区の他のブロックの小教区を訪れて直接、この平和祈願ミサ／平和行進について
アピールした。準備委員会では、来年度のための反省会を行い、その内容はブロック会議に
提出された。

②　歌と祈りの集いは、2002年以来東ブロック主催で待降節第１主日に開催し、歌と祈りを
通じて信仰と祈りを深めるための会である。「2004年度歌と祈りの集い準備委員会」が立ち
上がり、11月28日の開催に向けて準備をすすめ、有志の聖歌隊は練習を進めている。

③　東ブロックでは、ブロック主催黙想会を待降節に開催している。2003年に引き続き、2004
年も高野教会が中心となり準備委員会を立ち上げて準備を進めている。

以上のように、ブロック主催行事の準備委員会の設置は順調に進んだ。

（2） 長期計画について

(1) 信徒の信仰教育プログラムの取り組み

1 共同体の育成　②分かち合いの機会

(2) 『若い世代を教会へ』

1 ブロック単位での青年の集いの企画

(3) ボランティア活動：ボランティア委員会の設置

1 ボランティア活動の調査と集約　②個人・小教区・ブロックに分ける作業　③ブロック内信徒への広報

長期計画を具体的な短期計画へ移すために、また前記の短期計画「信徒の信仰教育プログラムの
具体的計画」を実際的な活動に移すためには、前記小教区ブロック担当者の会議あるいはブロック
会議だけでは不可能である。今後、ブロック内にブロックの活動のための部会あるいは諸委員会を
設置して、その部会ないし委員会での具体的な検討が必要であり、それらの検討内容がブロック
会議に提出されるべきと思われる。例えば、ブロック教育部が、子ども・青年の信仰教育や信徒の
信仰養成を担当することにより、短期計画で挙げた「青年育成委員会」や、分かち合いや勉強会の
場を検討する委員会が包括される。さらに、「歌と祈りの集い準備委員会」や「黙想会準備委員会」
もここに包括されるべきである。ブロックの部会は、小教区評議会の部会の連絡会議としての
役割もなすことができる。長期計画（ウ）ボランティア委員会については、活動連絡委員会として
の性格を持ち、①ボランティア活動の調査と集約、②個人・小教区・ブロックに分ける作業、
③ブロック内信徒への広報を行うものであり、比較的早期に短期計画へ移行が可能と思われる。
これらのブロック内の部会については、今後ブロック会議での活発な討論をすべきものである。
モデラトール司祭　浅田年生
北ブロック
　＊短期計画
　　小教区の垣根を低くする　－　各小教区の問題を相互に考えあう
　　　ブロック合同ミサ、ブロック合同誌。山国教会下水道設定への友情献金。

　　各小教区での社会活動報告
　　　　各小教区での社会活動報告し、できるものについては、共同で行う。古切手収集をしている教会に協力

　　　　夜回りの会の物品協力、昼回りの参加者の増加

＊長期計画

　教会から離れた人に対する働きかけ。青少年の育成。合同子どもキャンプを行った。
　　小山教会からの呼びかけで。西院教会、衣笠教会の３教会合同のキャンプを実施

　　企画から一緒にできたことは、合同から共同へという共同司牧の視点に近づいた。
　信徒教育・育成

　　受洗・受堅準備などを含めて、社会とともに歩む教会になるように。　　　　　　　記入者氏名：澤田　裕

西ブロック
　年度当初、２００４年度の短期目標を次のように定め、九条・長岡・丹波・桂の４教会５聖堂の信徒と、３名の担当司祭（年度途中より２名の担当司祭と１名の協力司祭）で取り組んできました。
　１　信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について
　２　京都西ブロック平和旬間行事の開催
　３　京都西ブロックウォーカソンの実施
　ここまでの経過について、各小教区で教会委員レベルでの振り返りとその集約を行い、各小教区から寄せられたものに基づいて中間報告を行います。
１　信徒・修道者各自の京都西ブロック共同体全体への奉仕について
①　ブロックのリーダーシップとしての教会委員とブロック会議
　おおよそ２ヶ月に１回程度の頻度で、ブロック会議を各教会輪番で開催。すべての方向性はこの場で議論される。教会委員レベルのことだけではなく、以下に述べる各専門部会や、ブロック行事を推進する実行委員会との相互連携が、本年度は更に活発になったと思われる。また、「平和旬間」「ウォーカソン」については実行委員会を設定したが、教会委員からサポーターを出したり、実行委員会が立ち上がるまでのプレ実行委員の任務を行い、アクションを活性化してきた。情報交換としてのＥメール網も引き続きうまく作動している。各セクションにおける自発的な全体奉仕への姿勢が強まったと評価できる。年度の初めには、専門部会と合同のブロック会議を開催している（年度当初の方向付け）。
②　専門部会レベルでのブロック活動
　財　務：各教会財務部委員からなるブロック財務委員会。ブロック会計を輪番で担当することとし、ブロックとしての財政（とその執行ルール）は確立しつつある。必要な活動を行うために、財務規模の拡大と、それに伴う新たな各教会拠出金分担のルールを発足させた（一律分担制　→　各教会の財務規模に応じた分担制への変更）。懸念された不公平感情などは現在見られない。
　典　礼：ブロックミサの運営を中心に、独立機能が可能な状態になる。ブロックで典礼研修会を実施（奥村豊師による聖歌を中心とした研修会）。ブロックとしての、集会祭儀などの典礼形式や侍者養成など、今後に向けた課題がある。
　広　報：ブロック機関誌「ゼフィーロ」を年３回発行。順調に経過し、執筆分担も順調。機関誌の活用などについて課題がある。
  教　育：ブロックミサ毎の「合同教会学校」の実施（この機会を利用しての合同委員会の開催）や、夏季合宿を中心とする合同の取り組み、各小教区毎の独自の「取り組みへの他教会からのジョイント参加など、ブロックを単位に考え実行することが随分定着してきた。小教区間に存在した「ズレ」について、教会委員も関与しながら昨年度に直面化させてみる取り組みを行ったことを契機に、継続的な取り組みと会合を持つことが定着したことが大きい。
③　課　題　～メンバー間・各教会間で、更に一致できるために～
  メンバー間・各教会間で、検討されたことが確実にシェアーされ、更に一致できるための方法の一つに、確実でタイムリーな議事録の作成とその共有ということがあるが、きっちり行なわれない場合も見られた。規約等の作成も未着手であり、今後の課題。
２　司教訪問と年頭書簡の分かち合いに関して
　２００４年２月２２日、丹波教会・園部聖堂
①　趣旨と準備
　司教年頭書簡、「日常からミサを生きる」の趣旨を受け止め、各共同体で分かち合いを進める内に、更にそのことが深まるように司教訪問が実施される。
　早い時期の司教訪問だったが、それまでに趣意書を読み、ブロックで作成された「分かち合いのポイント例」に沿って、各小教区で複数回の分かち合いの機会を設定することとした（全体の集まりや各部会毎など、各小教区が独自の方法で行った。小教区独自のガイドラインを追加作成したところもあった）。
②　当日の概要
  「深い交わりを体験する」司教ミサ（参加者１１０名）。丹波教会のミサに、他の小教区が参加するという形式。他教会は、教会委員と典礼部委員は基本的に出席することを申し合わせる。奉納時に、「その日のミサに自分のささげる内容」を紙に書いて奉納し、ミサ後奉納した箱と一緒に燃やしたのがユニークな取り組みであった。
　司教講話「日常からミサを生きる」（参加者８０名、子どもは別活動）、引き続いて参加者による分かち合いと会食。当日の様子は、ブロック機関誌「ゼフィーロ第５号」掲載の丹波教会・山本氏執筆記事に詳しい。
③　開催後の意見の趨勢
　準備期間が短かったにも関わらず、各教会の分かち合い結果が持ち寄られ、当日に備えたという点は評価できる。訪問当日に４教会で役割分担できたのもよかった。当日は、他教会信者と結構深い分かち合いができた。今年一年の取り組みに向けての足がかりとなった。大きなテーマであるにもかかわらず、司教訪問という「山場」が早く来すぎた。司教ともっとたくさん対話したかった。
④　取り組んだ上での今後の方向性（教会的な意味をどこに見出したか）
　信徒自身も、小教区共同体としても、ミサとの関わりはとても大切で、「信仰共同体」づくりの基礎である。司教訪問という「山場」がいち早く終わったため、「日常からミサを生きる」というテーマに関するブロックとしての集約・評価を行うには至っていないが、各小教区毎にこのことを契機にした様々な動きを見る事ができた。
　＊　年間通して、各部で分かち合いを続けていくこととなったが、2ヶ月くらい経っても全体としての取り組みとならなかったので、集会祭儀で行うことに決定し、その後うまく続き、分かち合いの質も上ってきた。　→　今後分かち合いをまとめて、傾向を見て来年以降の活動の参考としよう。
　＊　集会祭儀を早くから体験した教会である。集会祭儀を、信徒として抵抗ないものとして受けとめる事ができる内に、テーマである「深い交わりを体験するミサ」に言われる「願う・祈る・聴く・捧げる・喜ぶ・遣わされる」ということは、集会祭儀の中から自然に学び取ったと感じている。
　＊　分かち合いを通して、信徒それぞれの現状や背景に応じて、「願う・祈る・聴く・捧げる・喜ぶ・遣わされる」ということのどの点に強く動くものがあるかは大きく異なることが分かち合いを通して実感できた。そこを意識し、また共同体としてその全体をシェアーしてこそ、「ミサと日常」が繋がっていくのだろう。
　＊　テーマそのものの深まりより、テーマを契機として生じた連鎖反応的な動きが大きかった。よりよい典礼を創出するために、教会委員と典礼部がミーティングを持ち、集会祭儀・先唱者（朗読者）・聖歌・オルガニストなどの学習会を緩やかにスタートさせた。日常の祈りの在り方について議論した。聖週間の典礼の参加動機の低さを振り返り、また求道者に対する奉仕のありかたを考える中で、信徒へ現状をアピールし、信徒へ問いかけるアンケートを実施する中で、あらたな「講座」をスタートさせた。
　＊　ブロックの典礼研修会を実施した（昨年からの懸案）。
３　京都西ブロック平和旬間行事の開催
　２００４年８月１日　会場：桂教会（ブロックミサ担当は長岡教会）　
①　趣旨と準備
　キリスト者が平和を尊重し、平和を祈り求めることは当然のことである。毎年の平和旬間に焦点を当てながら、今年度の取り組みは、カトリック教会が主催実行となるが、地域の他教派キリスト教会の人々及び市民の人々と共に平和に対する取り組みを行う。
  当日は、午前中をブロックミサとし、午後は西山地区の「平和を作り出すキリストと市民の集い」とリンクし、宗派を超えて共に平和を考える。本年度はこの「集い」の当番教会が長岡教会であったので、この実行に対しては「西ブロック（＝カトリック）」として実行委員会体制を組んで対応するが、母体である「西山地区各教派教会」の了承の上で、あくまでも「西山地区各教派教会」が主体であることを尊重しながら、ブロックのアクションとする。去年は一般からの講師だったので、今年はカトリックの司教を講師として招いた。長岡教会の担当であるが、講師考えると、参加者が多いと思われるので長岡教会では人数的に収容できないということで、開催地を桂教会とした。教区時報、カトリック新聞などに催し案内を掲載してＰＲした。
　午前の部：西ブロックミサ　祭式：森　一弘司教（カトリック東京教区前補佐司教）
　午後の部：平和を作り出すキリストと市民の集い（午後１時～３時）
　　　　　　　講演会：　「キリストから現代社会へのメッセージ」
　　　　　　　講　師：　森　一弘司教（カトリック東京教区前補佐司教）
	 　第２次世界大戦で多くの生命、財産が失われたにもかかわらず、世界の強国は新
	

	 兵器を開発、使用し続け、世界を滅亡の危機にさらしています。大量破壊兵器の発
	

	 見や、民主主義を伝えるという大義名分のもとに、大国が中東に介入したり武力攻
	

	 撃することが、はたして許されるのか？
	

	 　暑い夏の午後、「どんな国家、民族、イデオロギーや宗教よりも一人ひとりの命は
	

	 尊い」と確信する森司教のお話を通して「平和」とは何かを分かち合いましょう。
	


②　当日の概要
　参加者は、ミサ、講演会共に約２００名。教区時報等の案内のおかげで、他ブロックからも参加者がいた。講演の内容は、山上の垂訓をもとに人間の尊厳を第一とし、過去の社会情勢とキリストの教えを現在に結び付けて分かりやすく講演していただいた。
③　開催後の意見の趨勢、及び振り返り
　講演内容はおおむね好評であった。事後アンケートには次のような意見が寄せられた。
　＊　分かりやすい内容で、プロテスタントの人たちにも好評。特に質疑応答が分かりやすかった。
　＊　カトリックとの交流に刺激を受けた。
　＊　教会のリーダーの人格がリーダーシップとして発揮されることが、一つのあり方と思うので森司教の姿に感銘を受けた。
　＊　言葉だけでなく、生き方を持っている。＊　人間の尊厳を何よりも第一に考えている。
一方、事後の反省会では、次のような点も確認された。
　＊　去年の反省をもとに、実行委員と役員間の連動をうまく機能させようと、確認したが、あまりうまくいっていなかった。
　＊　一般の参加者が去年より少なかった。会場教会の近隣等にビラのポスティングを行えばよかった。
　＊　役割分担はうまくいった。
④　取り組んだ上での今後の方向性（教会的な意味をどこに見出したか）
　「平和行事」としては成功するのだが、キリスト者として平和を求めるための必然としての取り組みになっているのかは、振り返らなければならないだろう。教皇様は「平和は作り出すもの」と言われたが、現下の我々にとって、「平和希求」に対する動機付けやリアリティーはやはり低くないだろうか。「実は無関心…」とも思われる現状をどう開くのかという事へのアクションは弱かった。平和旬間への「プレ・アクション（準備）」が必要なのではなかろうか。信徒間で平和に関するどんな分かち合いをするかがまずは肝要であろう。献金などを、平和のために捧げるというアクションなどもいいかもしれない。このようなことも含めて、信仰共同体である「ブロック」としての取り組みを継続したい。
　他教派キリスト教会の人々及び市民の人々と共に平和を祈ることは、とても大事なことであるが、距離があったこともまた否めない。「西山地区」の主催は、次年度は他教派キリスト教会に移るが、ブロックとしてどのような積み上げのもとに、独自の平和旬間を取り組むかについては、基本に立ち戻って検討する必要はないだろうか。その上での社会への発信である。
　平和旬間そのものへの取り組みとしては、他のブロックと同日開催でないほうが、より参加しやすくていい。また、今回講演の間子どもは別室で遊んでいたので、子ども向け平和旬間の取り組みも考えてはどうだろうか。
４　京都西ブロックウォーカソンの実施
　２００４年１０月２４日　丹波教会園部聖堂・聖カタリナ女子高校及び園部町内

　援助先：東チモール子供募金（図書館整備・絵本輸送支援）、京都いのちの電話　（活動支援）
①　趣旨と準備
　京都南部ウォーカソンへの当ブロックから参加者の少なさに鑑み、高齢者・障害者・子どもなどを含む地区信徒全体の参加の促進（すなわち共同体がトータルにウォーカソンの本来の趣旨に対してアクションを起こせること）をめざし、その時々に必要な方向へ援助できる自由度の高い小回りのきく援助を果たすために、ウォーカソンにトータルに参加することで、福音宣教推進のための単位である「ブロック共同体としての一致」を強めるような企画が推進できるために、ブロックウォーカソンを企画・実施する。ウォーカソンが果たす福音的使命とは「自分の隣人への奉仕と、神と人、人と人との協働」である。
  参加しやすい日時のために、一般社会的な他行事との輻輳を避けた。障害者を含む様々な世代が多数参加できるように、それぞれに応じて参加可能な実施場所やコース設定を考慮した。祈りと一致を含めるために、典礼と組み合わせた企画をめざした。小回りのきく援助先を募った。特に子どもや若者が多く参加できなければ意義のないものという認識に立った。このようなことを念頭に入れながら、こひつじの苑の障害者の参加と交通安全等を考慮に入れて、園部地区での開催とし、上記の目的を模索するために教会委員によるプレ実行委員会を持ち、コースを検討してみた。その上で本実行委員会を立ち上げて引き継ぐこととした（春にスタート）。これらのことの了解と理解を京都南部協議会に求めた。
②  当日の概要
　各小教区より自動車分乗で園部聖堂に集合、受付。１０時出発。第１ポイント（聖カタリナ女子高校）。１１時に講堂でブロックミサ（直接ミサ会場集合も可とした。ミサ献金は全額ウォーカソンの援助に宛てる）。１２時１０分出発。第２ポイント（園部公園、移動距離は６００メートル）で昼食。この区間だけはすべての世代に対して歩いてほしいとアナウンスした。１３時３０分出発。第３ポイント（身障療護施設・こひつじの苑）、引き返して最終ポイントの園部聖堂へ。ゴール。１５時１５分、最後の全体取り組みとしてベネディクション開催。記念撮影の後に解散。合計で８キロ弱のコース設定となった。
　体力に応じて、どのポイントからでも園部聖堂へ戻れるシャトルカーを実行委員会で配備。体調不良者に対して救護できるために、聖カタリナ女子高校看護学科が園部公園で待機。コース案内のために、多くの青年がスタッフとして協力。障害者介護のために、聖カタリナ女子高生が２名づつ対応。
　ウォーカソン延べ参加者：１７０名、ブロックミサ参加者：１９６名、ベネディクション参加者：１０７名。天候は快晴に恵まれる。
③　開催後の意見の趨勢
　各小教区での意見は好評であった。
　子どももお年よりも障害者も一緒に歩けた。距離的にはちょうど良い距離だった。道路は車が少なく、安全面への配慮もあってよかった。天気がよくて、空気もきれいで、公園はすてきな場所だった。公園でみんなで弁当を食べられたのがよかった（食事の時間が少し短かった）。距離的にも無理のない距離である。聖カタリナの生徒と話ができて楽しかった。聖カタリナの福祉科の生徒たちは、倒れているコスモスを手でよけながら障害者の車椅子を押していて自分では気づかないところを教えられた。こひつじの苑の障害者の方と交流ができてよかった。こひつじの苑の障害者の方から逆に声をかけてもらって元気をもらった。障害者が１０名も参加できてよかった。若い人が確実に育っておられるのが嬉しかった。実行委員会は７回開いたが、回を重ねる内にまとまりができてきた。ブロック単位がよい。参加者の半数以上がベネディクションにも参加し、最後まで一致できた。ミサの時、東チモールやいのちの電話の紹介があってよかった。来年も続けたい。
④　取り組んだ上での今後の方向性（教会的な意味をどこに見出したか）
　ブロック内にある聖カタリナの生徒・教員・シスター方とのジョイント、そしてこひつじの苑の入所者の方とのジョイントが、ウォーカソンを通してできたことは意義深い。また、スタッフの細かいところまでのご尽力や、動員された若者のがんばりも大きい。その中での典礼を挟んだ「巡礼型」のコースは、一致という点でも成功したと思われる。高齢者の多くの参加（過剰負担をかけずに）を得ることもできた。
  おおむね成功と思われるが、以下のような課題もあろう。歩くことを通して援助できる、自分たちにも援助できる方法があるという目的意識が一番低かったのではないか。教会学校等でのプレ学習は行ったが、信徒全体への浸透は弱かったのではないか。子どもたちの参加がまだ少ない。交流という点では、同一小教区の信者が固まりがちである。教区時報に載せてもらって広報すればどうか。聖カタリナの生徒を巻き込んでの行事にしてはどうか。
  ブロックとしての元気は出たように思われるので、来年も同一の形で継続すればどうか。
５　総括的にみて
  本年度のブロックの取り組みを振り返ってきたが、本年度はかなり「行事」の消化に大きな力を注いできた感がある。これらの行事は、もちろん共同宣教司牧を背景にするものではあるが、昨年までのような分かち合いの集約といった点では弱かったかもしれない。今年のテーマである「日常からミサを生きる」ということも、次年度はまた異なった観点からの問題提起がなされるのであろうか。むしろ、同一のテーマにもう少し時間をかけたロングスパンの取り組みがあれば、生きた形で共同体の中に深く浸透していくのではないだろうか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【文責　桂教会　柴田】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
南ブロックA
１　特に方針とか指針を作成することはなかった。また、抽象的な作文は無意味と考えていたので、

成文化はしなかったが、ブロックの現状に基づいて、合同黙想会(四旬節と待降節）や教会学校
合同キャンプでは、司祭団と役員たち、担当者たちが、より実質的に、共同でプランを作り、

実施できるようになっている。

２　年頭司教書簡の」日常からミサを生きる」については、呼びかけてはいるが、信徒からの自発

　　的な動きはない。難しいという印象を受けているようである。しかし、具体的に分かち合いの

　　できる形を模索している。

３　ウォルケン神父様の二度の長期にわたる帰国治療とそのあとの日本での入院と帰国ということ

　　があり、ロペス神父様の新任によって、やっと共同司牧が具体化される見通しがつき始めて

いる。

４　また、小教区評議会の規約作成については、伏見と桃山では作成委員会を作り、伏見から試案

　　を提供した。伏見では試案を作成委員会での３回の検討を経て、今年の一月に信徒総会で承認、
　　二ヶ月近くをかけて、満二十歳以上の信徒の推薦を求め、八月に司祭団の承認を得て、役員を

　　決定した。八幡では、伏見案を採用して、すでに四月に規約を決定、五月からの推薦に入り、

　　六月には司祭団による決定を見ている。桃山は討議が活発で多くの意見が出たが、会議を重ね
　　て意見を集約、結果的には、八幡、伏見とあまり変わらない形で最近決定されるに至った。
５　ブロック会計については、在来は必要に応じ、行事ごとに、主日のミサ出席信徒数に比例する

　　分担金を徴収していたが、ロペス神父様の着任と共に、担当司祭団の電話代、ガソリン代を

ブロック会計で負担することになり、共同行事をも含めて、教区分担金に比例する分担金を

出し、ブロック会計を立ち上げ、現在順調に機能している。

６　根本的に意って、それぞれの教会が伝統と個性を生かし、互いに自主性を尊重して、多様性の
　　中の一致をコイノニア、交わりの理想として進む方向に、ほぼコンセンサスがまとまってきて

いるように思われる。

南ブロックB
2004年度ブロック宣教司牧計画の中間報告について
　a）「キリストの学び」

　　　聖週間、復活祭、クリスマス等を通じてイエス・キリストについて学んできた。4教会すべての教会において、キリスト教講座や聖書講座を開設し、学ぶ機会を設けている。また宇治教会では、黙想会の取り組みによる祈りと学びも実施している。田辺、宇治教会では祈りを学ぶ会が設けられ、祈りについて学んでいる。今までの取り組みに対して次のような意見、感想があった。

· 今まで普通に聖書に触れていてもあまり理解できていなかったが、キリスト教講座等を通じて理解が深まった。

· 各小教区において学ぶ機会は提供されているが、参加者が少ないのではないか。

· 精華教会においては幼稚園の母親の参加が見られる。非信者の方でも時間をつくって熱心に参加している。信徒が時間をとれないのは意識の問題ではないだろうか。

· 講座を担当する者として、講座に気軽に来てもらう雰囲気づくりに困難を感じている。

· 田辺教会では祈りの会を始めて、熱心に祈り学んでいる。わかちあいも活発になってきたようである。

· １年間わかちあいをやってきたが、人の話を聞くという部分が理解されてない面もある。わかちあいは聞くことが大切であるということを意識していくことが課題である。

　b）「共同宣教司牧推進のための組織の見直しについて」

　　　組織の見直しだけでは意味がなく、中身の充実のために各教会でのわかちあいの訓練を進めてきた。取り組みに対して次のような意見、感想があった。

· 地区集会は元来わかちあいの場であったが、会議の議題が多くてわかちあいの機会がなくなってきているのではないか（精華）。

· 今までよりはわかちあいの機会が増えた。それぞれ、わかちあうこともできるようになってきた。聞くことにも慣れてきたと思う。（田辺）

· わかちあいに対してなじめない人がいる。何か発言しなければといけないという思いから、行事にわかちあいを取り入れると、参加者が減る傾向にある。（青谷）

· 月に一度地区集会をひらき、わかちあいを実施しているが、メンバーが固定しているため、地区の壁を越えてわかちあいをしていくようにしていきたい。（宇治）

　c）「信仰教育の充実」

　　　教会学校ではブロック合同の夏期教会学校を開催し16名の参加があった。また、中高生青年部もブロック合同の合宿を実施、15名が参加した。12月には青年部の黙想会も予定している。今後、教会学校、中高生・青年の継続的な信仰教育をどのようにしていくかがブロックの課題である。今までの取り組みに対して次のような意見、感想があった。

· 一部の青年ではあるが、自分たちで学びたいという意欲が出てきている。もっと多くの青年たちに呼びかけていく必要がある。（宇治）

· いつも参加する人は2名であるが、第2日曜日に聖書の勉強やわかちあいをしている。学校で学ぶキリスト教についての疑問等の質問もあり意欲も伺える。（精華）

　d）「現代社会との連携」

　　　4月１８日(日)ブロック主催で「海外援助を考えるための講演会」を開催した。横浜教区の山口道孝師を招き、ブロックとして海外援助をどのようにとられていくかを学び、後日講話の要旨をまとめて配布し、各小教区でわかちあいを実施した。また担当司祭の説明によってより理解が深まった。

　e）「ミサについて学ぶ」

　　　四旬節の主日の連続講話として、ミサの中でミサについての4回の講話を実施した。おおむねよかったと聞いている。また、キリスト教講座でもミサについて取り上げている。

滋賀地区
	湖西ブロック


2004年９月５日のブロック会議で、2004年度宣教司牧計画の実施状況の報告を受けました。

１．年間を通じて、ミサについて分かち合う。滞日外国人への配慮も含めて。

・今年のブロック司教訪問テーマの分かち合いのポイント例を使って、何回か分かち合いを
行なっている。

２．集会祭儀の情報交換（３教会）

　・４月24日に集会司式者が集まって情報交換会を行なった。

３．７月10日に開催される滋賀カトリック協議会主催の典礼研修会に参加する。

　・湖西ブロックから１５名参加した。

４．グループ集会、勉強会について、各小教区で取り組む。

　・グループ集会、勉強会は継続的に行なわれている。

５．「社会とともに」実例集にもとづき、各小教区で参加を呼びかけていく。

　・唐崎教会では、ミサ中のお知らせで、順番に読み上げている。

この報告をふまえ、以下のことを決定しました。

・１１月７日のブロック会議までに２００４年度の実行計画について各小教区で評価する。

・１１月７日のブロック会議にて来年度実行計画案を作り来年１月のブロック会議で２００５年度
の実行計画を決定する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文責・瀧野正三郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

湖東ブロック

なし
奈良地区

　北部ブロック
2004年10月17日奈良教会で開催された奈良北部ブロック会議は標記議題につき協議し、承認しました。　　　　　　　　　　　　　奈良北部ブロック　モデラトール　Ｐ・ウイックス

2004年度ブロック宣教計画の中間報告について

１、「青少年の育成」に関する取り組みの状況

　１）「北部ブロック青少年交流会の推進」

　　　第１回交流会：実施日　　２００４年５月２２日～２３日

　　　　　　　　　　場　所　　カトリック登美ケ丘教会

　　　　　　　　　　参　加　　２２日１７名、２３日３４名

　　　　　　　　　　登美ケ丘教会青少年担当リーダーを中心に、サレジオ会の応援も受けて実施、
行事計画・日程の調整が充分でなかった。

　　　第２回交流会：実施日　　２００４年１１月１３日～１４日に設定

　　　　　　　　　　場　所　　今回も登美ケ丘教会で計画

　　　ブロックで取り組む意義の共通認識が充分と言えない。第３回を２００５年２月２０日に
予定しているが、実施主体・実施場所などの検討も深め、しっかりと計画をする必要がある。

　２）「教会学校リーダー研修会への参加」

　　　２００４年８月２８日～２９日に行われた「教区教会学校リーダー研修会」に

1 研修スタッフとして奈良地区から８名（内北部ブロック６名）が参加

2 ２８日「グループディスカッション」（北村師指導）のプログラムに奈良地区２０名
(内北部ブロック１４名）参加

3 ２９日午前「教会学校リーダーのためのカテケジス」（森司教様講話）１６名（内北部ブロック１０名）参加

4 ２９日午後「こどもの信仰教育」（森司教様講演）１８名（内北部ブロック　１２名）参加

　　　それぞれのセッションに対して、参加者からの熱い評価が報告されているが、総括的な評価
は１０月２４日の反省会とその報告が待たれる。

　３）「合同サマーキャンプヲ実施する」

　　　　実施日　２００４年７月２１日（水）～２２日（木）

　　　　場　所　奈良市立柳生野外活動センター

　　　　参加者　子ども　４４名、　大人（リーダー・食事作り等）２７名　　計７１名

　　　　昨年９０名の参加に比し、参加者数としては減少しているが、この主な理由としは、会場の都合で実施日がウイークデーになったことがあげられる。参加者の交流は深まって来たとの評価である。特に、子どもたちの小教区間の交流の成果は出ている。

２、信徒の信仰養成

｢奈良地区聖書講座への参加の促進」：２００４年６月１１日開講、１０６名が受講して
いるが、南部地区の参加が少なく、実行委員会委員構成の検討・来年度に向けてのアン
ケート調査などを行っている。併せて講座録音テープの貸し出しも昨年からしており、
参加出来なかった人にも聖書への関心を高めてもらいたいと願っている。
３、滞日外国人との連帯

　　　｢滞日外国人との交流の具体化」：

1 今年は「右近子どもまつり」「奈良ファミリーデー」等の交流を通して、相互理解を深め
たいと計画したが、奈良地区行事計画の発表がおくれたために、北部ブロックで議論を
深める等共同の取り組みまでには至らなかった。

2 ２００５年７月３日～４日に行われた、福音センターの「滞日外国人とともに」という
研修が、近くで開催されたこともあって１０名（北部ブロック８名）の参加があり、
滞日外国人との連帯・異文化共生について具体的な課題の理解を深めることが出来た
ことは良かった。

3 大和郡山教会では、国際協力委員による月１回のポルトガル語講座、バザーなどでの
お国自慢料理による交流、ミサの第２朗読を外国語で朗読するなど交流を深める努力が
継続されていることが報告された。

4 フィリピンコミュニティーでは、奈良教会（月１回）と大和郡山教会（毎週）でミサが
行われ、ミサの後食事会もあり、日本人信徒の参加も徐々に増えて来ている。このミサ
後「日本語教室」の希望もあり、まだ教会に来ていない滞日外国人信徒とのコミュニ
ケーションや子どもたちの日曜学校での信仰教育のことなど、今後さらに地道な活動の
継続が求められる。

　　４、ブロック会議の中で、教会学校リーダーの定期ミーティングについて検討を重ねて来て、
２００４年９月５日に教会学校リーダー１２名による検討会を開催したが、時期尚早との
結論で、小教区評議会規約作りの進行を見て考えることにした。
南部ブロック
なし
三重地区
　北勢ブロック
なし
　中勢ブロック
１．将来の教会を担う子供・青少年への対応

　・中高生中心の一泊黙想会（堅信者対象）

３月

　・リーダー研修会への参加　　　　　　　

８月

　・子供ミサの実施　　　　　　　　　　　

随時

２．滞日外国人の必要事項への対応

　・スペイン語、ポルトガル語ミサの実施　

随時

　　（小教区によるバラツキはある）

３．宣教への取り組み

　・聖書講座の実施



随時

　・青年のための聖書講座



月一

　・教理学習




随時


４．信仰を深めるための生涯努力

　・アルファコースの実施



随時

　・名張教会司教訪問



３月

５．支え合う共同体作り

　・地域黙想会の実施（小教区によるバラツキはある）
随時


◆反省として、着手が遅れイベントの実施に問題をきたした。

　そこで来年の計画を１１月の会議で作成し、実施する。

　（下に来年のイベント予定を示す。）

　・中高生の一泊黙想会

　・小中学生のサマーキャンプ

　・釜ケ崎学習会

　・リーダー研修会への参加

　・青年会サマー勉強会

　・平和旬間イベント

　・奉仕者勉強会
　南勢ブロック
【長期の課題】

１．滞日外国人：外国人との交流促進

　　・英語・ポルトガル語によるミサの実施(松阪教会)。

・日本語教室の開設(松阪教会)。

２．青少年：次代を担う青少年を養成する

　　・教会学校の活動について(伊勢教会)

　　　日曜日から土曜日に変更・担当者を増員・サマースクールなどの試みなどあるが、子供が

少ない等、課題あり。

３．共同宣教司牧

　　・両教会の行事・企画に参加し合う。

　　　松阪教会で黙想会(12/18. 19)。伊勢教会では見送り、松阪教会の黙想会に参加。
【短期の課題】

１．合同ミサの企画を通して両教会の交流を促進する。
　　・本年度は伊勢教会が担当。９月12日(日)実施。

　　　松阪教会から多数の参加があり、交流できた。

２．三重合同堅信式(６月13日・伊勢教会)での協力

　　・企画の規模から考え伊勢教会だけでは対応できなかったと考えている。

　　　松阪教会の協力に感謝。
３．ブロック会議を通してさらに共同宣教司牧を推進する。
　　・10月10日現在、３回開催し、両教会が協議し順調に推移している。

４．司教訪問の準備
　　・12月12日(月）伊勢教会に司教訪問なので、基本は伊勢で、松阪教会と協議してすすめて

　　　いく。

５．小教区新規約の共通化に検討。

　　・両教会で歩調を合わせ、すすめることを確認。

　　　準備委員会を立ち上げ、一年前倒しを確認、2006年度実施に向けて進めているところである。

６．担当司祭が２名になるので、司祭の役割分担の見直しと共同宣教司牧のあり方を考える。
　　・特段の事項を除き、第３日曜日を司祭交代の日とする(６月から実施)。
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